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教育施設整備に関する保護者アンケートのお願い 

 

 

 拝啓 時下ますますのご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、誠にありがとう

ございます。 

さて、高野町では、子ども達の教育環境の変化、若年層の人口減少への歯止め、教育施設の老朽化を今取

り組むべき問題ととらえ、これを解決することが本町の活性化へのチャンスのひとつであると考えました。

そこで、こども園、小学校、中学校等の教育施設を複合化、集約化（エリアとして整備）して 2023 年 4

月に開設を目標に整備を計画しており、この度、皆様の貴重なご意見をお伺いしたくアンケート調査を行う

ことになりました。つきましては、ご多忙中、大変恐縮ではございますが、高野町のこども園、小学校及び

中学校の施設及び周辺環境の整備に関する率直なご意見ご要望をお聞かせいただきたく、アンケートのご

協力をお願い申し上げる次第です。 

 

 本アンケートをもとに、よりよい学校教育及び学校環境の提供を目指して尽力して参りたいと思います。

なにとぞ、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

平成 31 年４月２３日                           高野町長 平野 嘉也 

 

 

【ご記入に際してのお願い】 

 

●この調査票は、就学前から中学校のお子さんのいるすべてのご家庭に送付しています。回答者が特定された

り、他の目的に利用したりすることはありません。 

●保護者の方がご記入ください。 

●ご回答は、番号に〇印をつけてください。 

●ご記入が済みましたら、お手数ですが 5 月 13 日（月）までに下記の方法でご提出ください。 

〇こども園、小学校、中学校で調査票を受け取った方 ⇒配布した封筒に入れ、こども園、小学校、中学校に

ご提出ください。 

〇郵送で調査票を受け取った方           ⇒返信用封筒に入れ郵送でご返送ください。 

 

 

 

 

 

添付資料 

資料１ 施設整備計画に関する資料 

資料２ 高野町の目指す小中一貫教育及び新しい学習指導要領 

資料３ こども園・高野山小学校・中学校保護者説明会質疑応答・ワークショップご意見 

 

ご不明な点や調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

≪お問合せ先≫ 高野町役場 総務課 地籍管財室 TEL 0736‐56‐3000 担当 松谷 
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問１ この調査票にご回答いただいている方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。（1 つ

に〇） 

  

１ 母親  ２ 父親  ３その他（具体的に                        ） 

 

問２ あなたの年齢について、お答えください。（１つに〇） 

 

 １ 20 歳代  ２ 30 歳代  ３ 40 歳代  4 50 歳代以上 

 

問３ お子さんの学年について、お答えください。（お子さん全員分に〇） 

 

 １ こども園  ２ 小学１年生  ３ 小学２年生  ４ 小学３年生  ５ 小学４年生  

 ６ 小学５年生 ７ 小学６年生  ８ 中学１年生  ９ 中学２年生  10 中学３年生 

11 高校生以上 12 園や施設に通っていない 

 

問４ お住まいの地区はどこですか。（1 つに〇） 

 

 １ 高野山地区  2 高野山地区以外 

 

問５ 現在、お子様が通学している、または通学を考えている中学校は次のうちどれですか。（１つに〇） 

 

１ 高野山中学校 ⇒問７へ 

２ 高野山中学校以外の中学校 ⇒問６へ 

 

問６ 問５で「２」を選択された方にお伺します。 

高野山中学校以外の中学校に入学を希望した（希望する）理由をお教えてください。（あてはまる番号すべて

に〇） 

 

１ 学校の施設・設備が充実している        ２ 学校規模（生徒数・学級数）が適当である 

３ 学校の伝統や校風がよい            ４ 生徒が落ち着いている様子がある 

５ 学校の教育方針がよい             ６ 教職員の評判が良よい 

７ 卒業生の進路状況や学力に関する評判がよい   ８ 希望する部活動がある・部活動が活発である 

９ 小学校の友人と同じ学校に行きたい（行った）  10 小学校の友人と別の学校に行きたい（行った） 

11 兄・姉・親族と同じ学校に行きたい（行った） 

12 その他（                                          ） 
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問７ 本町では、高野山中学校周辺に、こども園、小学校、中学校、給食センター及びその他教育施設を整備す

る計画があることをご存じですか。（１つに〇） 

 

１ 知っている    ２ 知らなかった 

 

〇教育施設の複合化・集約化・施設について  

 教育施設は、一般的に、教室や体育館など、学校教育のための機能だけで構成される施設ですが、近年は、他

の機能との一体的な整備（複合化）や一部のエリアにまとめて建設（集約化）を行う自治体が増えてきました。

これは、子供の数の減少に伴う教育施設の有効活用という側面と、地域コミュニティの拠点としての活用という

側面があります。※資料１ ８．学校集約化・複合化事例をご覧ください。 

 

 

問８ 教育施設の複合化・集約化について、あなたはどう思いますか。（１つに〇） 

 

１ 教育施設の複合化・集約化をすべきでない ⇒理由をご記入後、問 10 へ 

   ※理由（具体的にご記入ください。） 

   （                                            ） 

２ 複合化・集約化を行う方がよい ⇒問 9 へ 

 

問９ 問８で「2」を選択された方にお伺します。 

複合化を行う場合、あなたはどのような施設と複合化・集約化することが効果的だと思いますか。（あてはま

る番号すべてに〇） 

 

１ 学童クラブや子育て支援センターなどの子育て支援施設 

２ 公民館（図書室を含む）や集会所などの地域住民が利用できる施設 

３ 防災時に利用できる施設 

４ 公園 

５ その他（具体的にご記入ください。） 

  （                                              ） 

 

問１０ 新たに教育施設を整備するにあたり、施設に期待するものはなんですか。（あてはまる番号５つまでに

〇） 

 １ 園児・児童が異学年と交流できるスペースの確保   ２ 木やタイル・陶器などを活用した施設 

 ３ 空調の設置など安全で快適な学習環境の整備     ４ 学校図書の充実と地域図書としての開放 

 ５ 自然環境を活かした、屋外での活動機会の確保    6 食育の推進に繋がる学校給食の自校調理 

７ タブレット端末などを活用した ICT 機器の充実     8 防災施設としての機能の充実  

９ 遊び場、スポーツ施設など運動スペースの充実 

10 地域の人たちと学習、交流、活動できるスペースの確保 

11 その他（                                         ） 
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 〇通学路（役場横～中学校までの道路）について 

 ≪保護者説明会、ワークショップでのご意見≫ 

・登下校時の交通量が多く、大変危険だ         ・人の目がないので危険だ 

・災害が発生した場合、通学路がふさがれる恐れがある  ・通行人に外国人が増えているので不安を感じる 

・大きな地震がくると歩道が崩れると感じている     ・通学路が暗すぎる 

・通学路のアップダウンが激しく、小学生が歩いて通学するのは無理だ 

 

問１１ 通学路について、上記の意見がワークショップ・保護者説明会であり、町としても問題としてとらえて

います。問題を解決するためには、どんなことが必要だと思いますか。（あてはまる番号すべてに〇） 

 

１ 登下校時の交通量を減らす                     ２ 当該エリアを通行する車の速度を落とす 

３ 登下校時に限り、当該エリアを片側通行にする   ４ 役場前から中学校下までスクールバスを導入する 

５ 道法面の改修工事・歩道工事                   ６ 街路灯の増設 

７ 防犯カメラの導入                             ８ 住民ボランティアによる見守り活動 

9 その他（                                       ） 

 

問１２ 教育施設の整備にあたって、必要なこと・お感じになること等をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上になります。 

ご協力いただきまして、ありがとうございました。 

 


